
自主防災会組織編成・任務分担表（例） 別紙３－４
下妻市○○自主防災会組織編成・任務分担表

世帯
名

会長・副会長 会計・監事
総務班 班員 名 ① ① 非常通信手段を確保する。

会長　1名 会計２名 班長　１名 ②
（ 氏 名 ） （ 氏 名 ） （ 氏 名 ） ② 防災訓練等の計画を立て実施する。

（ 氏 名 ） ③ ③

④ 防災機関及び隣接班との連絡を密にする。
情報収集班 班員 名 ① ①

副会長１名 監事２名 班長　１名
（ 氏 名 ） （ 氏 名 ） （ 氏 名 ） ②

（ 氏 名 ） ②
③

消火班 班員 名 ① ①
班長　１名
（ 氏 名 ） ② ②

③ ③

救出救護班 班員 名 ①
各家庭の災害時の安全対策を点検・整備す
る。

①

班長　１名 ② 救急薬品等の備蓄を促進する。
（ 氏 名 ） ③

②

避難誘導班 班員 名 ① ①
班長　１名
（ 氏 名 ）

給食給水班 班員 名 ① 給食用資機材の整備及び備蓄を促進する。 ①
班長　１名 ②
（ 氏 名 ） ② 給水の確保を行う。

③ 市などの救援物資の受領・配分を行う。
計　　　２名 ４名 6名
避難所

防災会世帯数
防災会人口総数
自主防災組織指揮系統 任　　　　務　　　　分　　　担

班名・班長・班員 平　　　　常　　　　時 災　害　発　生　時

名 　　合計　　　　　　名
　第一次避難所　：　 市指定避難所　：

目的
本会は、住民の隣保共同の精神に基づく自主的な防災活動を行うことにより、地震その他の災害
による被害の防止及び軽減を図ることを目的とする。

防災知識の講習会等を開催し、また防災チラ
シ等を配布して防災知識の高揚を図る。 迅速かつ正確に被害状況を把握し防災機関

へ連絡する。
防災機関、又は隣接班との連絡調整を密に
して協力体制を確立する。

迅速かつ正確な情報を指揮系統に伝達し、
班員及び住民の混乱防止に努める。

災害が発生したときに、地域内に被害の発
生拡大につながる原因がないか、地域内の
防災環境の確認を行い、防災カルテを作成

速やかに地域内の被害状況を収集し、会長
へ連絡する。
情報班は各情報に基づき、適切な判断を行
い、消火・避難の指示を行う。防災関係機関からの情報を正確かつ迅速に

地域住民に伝達し、地域における被害状況
をこれらの機関へ通報する訓練を実施する。

デマにともなう混乱を防止するため、情報の
伝達・指示は迅速・正確に行う。

総務班と協力し、消火器などの使用方法・消
火技術を体得させる訓練を実施する。

火災を防ぐため、速やかに各家庭へ火の始
末を呼びかける。

各家庭に消火機材（消火器・水バケツ等）の
備蓄を促進する。

火災が発生した場合は、大声で隣近所に応
援を求めながら消火器などにより消火に努め

各家庭に火気使用設備器具等の点検整備を
促進する。

負傷者の救出に手間取り、初期消火の機会
を逃すとかえって被害を大きくすることもある
ので注意する。
建物の倒壊等により下敷きになった者が発
生した時は、協力し合い速やかに救出活動
を実施する。この場合、班員の二次災害に注
意する。家屋の倒壊などによる負傷者の救出活動・

応急手当の方法等の知識・技術を習得させ 負傷者に対する応急手当を実施するとともに
医師の治療を必要とするときは、仮設救護所
などへ搬送する。

あらかじめ定めた避難所まで迅速かつ安全
に 避難できるよう、実際に歩いて訓練する。

被害が拡大し避難命令が発令された時、又
は自主判断により避難の必要を認めた時
は、あらかじめ定めた安全な経路を選定し、
避難所へと周囲の状況を判断し段階的に避
食糧の確保及び関係機関との連絡によりそ
の配分や炊き出しを行う。各家庭に食料を含めた非常持出品の準備を

啓発する。


